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本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
費
用
＝
無
料
、
申
込
＝
不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）。
　
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
　
＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
　
＝
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
出
張
所
、

　
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、
　
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
　
＝
申
込
時
に
記
載
す
る
基
本
項
目
は
、
催
し
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
人
数
。

HP

区

参

コ

活

項目

出

涯

平成29年度表彰

　本
市
で
は
、市
政
に
貢
献
し
て

く
れ
た
人
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
で
活

躍
し
た
人
、宇
都
宮
の
名
声
を
高

め
て
く
れ
た
人
な
ど
、た
く
さ
ん

の
宮
っ
こ
を
表
彰
し
ま
し
た
。 

　今
回
は
、平
成
29
年
度
に
表
彰

し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

輝く宮っこたち輝く宮っこたち

◎自転車や家具の再生品を提供（有料）　▽日時　6月15日まで、午前9時～午後5時。公開抽選日は6月
16日午前10時～▽会場　環境学習センター（茂原町）▽内容　粗大ごみで出された自転車や家具を専門
スタッフが修理して提供▽申込　宇都宮市・上三川町・下野市石橋地区在住で18歳以上の本人が、直接、
受け付けへ。1人2点まで。問環境学習センター☎(655)6030

市
政
功
労
表
彰

　

地
方
自
治
の
振
興
や
社
会
福

祉
の
増
進
、
市
民
福
祉
へ
の
功

績
が
あ
っ
た
12
個
人
・
２
団
体

（
敬
称
略
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

▽
岡
本
芳
明
▽
郷
間
康
久
▽
小

林
紀
夫
▽
駒
場
昭
夫
▽
櫻
井
啓

一
▽
五
月
女
伸
夫
▽
舟
本
肇
▽

薄
久
保
友
司
▽
宇
都
宮
市
地
域

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
▽
荒

井
祥　
他
３
個
人
・
１
団
体
。

う
つ
の
み
や
市
民
賞

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
、

全
国
規
模
以
上
の
大
会
な
ど
で

最
高
位
ま
た
は
、
そ
れ
に
準
じ

る
成
績
を
収
め
た
37
個
人
・
７

団
体
（
敬
称
略
）
を
表
彰
し
ま

し
た
。

■
文
化
・
そ
の
他　
▽
帝
京
大

学
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
ロ
ボ
ラ

ボ
▽
髙
堀
有ゆ

以い

▽
宇
都
宮
高
等

学
校
英
語
部
▽
河
又
千ち

陽は
る

▽
南

木
美
里
▽
宇
都
宮
海
星
女
子
学

院
中
学
校
筝
曲
部
▽
添
野
日ひ

な
た向

▽
谷
口
勇
三
▽
門
井
慶
喜　

他

３
個
人
。

■
ス
ポ
ー
ツ　
▽
小
坂
光
▽
渡

邉
里
咲
▽
髙
橋
奈
々
▽
榎
本
遼は

る

香か

▽
久
野
愛
莉
▽
福
田
杏
奈
▽

小
川
来ら

い

希き

▽
小
川
悠ゆ

う

希き

▽
小
川

遥は
る

希き

▽
館
野
諒あ

さ

音と

▽
篠
㟢
千
咲

▽
川
田
羽う

舞ぶ

▽
田
㟢
俊
哉
▽
髙

山
蓮
▽
大
久
保
世せ

璃り

▽
大
久
保

琉る

唯い

▽
横
山
陽は

る

樹き

▽
上
野
大
地

▽
花
田
華か

　
り
ん梨
▽
櫻
井
慎し

ん

大た

▽
作

新
学
院
高
等
学
校
弓
道
部
▽
小

堀
美
穂
▽
森
田
愛あ

己こ

▽
作
新
学

院
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部
▽
川
又
玲れ

瑛い

▽
楢
㟢
明め

い

智ち

▽
楢
㟢
智と

も

亜あ

▽
須
藤
美み

青お

▽

田
㟢
拓
也
▽
坂
本
樹
里
▽
稲
妻

ス
カ
イ　
他
１
団
体
。

市
長
特
別
賞

　

市
長
が
特
に
顕
彰
す
る
こ
と

が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
功
績
を

収
め
た
３
個
人
・
１
団
体
（
敬

称
略
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

▽
小
野
寺
玲
▽
田
中
奈
穂
▽
和

久
文
子
▽
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ

ク
ス
。

功
績
や
活
躍
の

内
容

　

各
賞
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
秘
書
課
☎(

632)

２
０
０
５

　全国大会や世界大会で優勝するなど、目
覚ましい活躍を続ける小川四きょうだい。
平成29年度のうつのみや市民賞を受賞し、
「なかなかもらえない賞なので、うれしい」
と笑顔があふれます。
　次男の悠希さんが「強くなりたい」と、
長男の遥希さんと一緒に始めた空手ですが、
活躍する兄たちの背中を見て、長女の亜

あ

咲
さ

希
き

さんと三男の来希さんも「かっこいい。
やってみたい」と空手に打ち込んでいきました。
普段から、空手の型や組手を教え合い、大

▼

右
か
ら
、
小
川
遥
希
さ
ん
（
長

男
）・
亜
咲
希
さ
ん
（
長
女
・

平
成
28
年
度
う
つ
の
み
や
市
民

賞
受
賞
）・
来
希
さ
ん
（
三
男
）・

悠
希
さ
ん
（
次
男
）。

会ではお互いの試合を観戦し、アドバイス
をし合います。
　「空手を始めて、結果が出る楽しさを知っ
た」と話す皆さん。優勝を成し遂げた経験
があるからこそ、試合で負けた時の悔しさ
は人一倍ですが、自己分析を欠かさず、一
戦一戦勝ちにこだわり臨みます。
　「次の全国大会でも優勝したい」と、空手
で鍛えた精神力でプレッシャーを跳ねのけ、
挑戦を続ける4人の姿は頼もしく、輝いてい
ます。
　空手道場の館長や先生などたくさんの人のお
かげでうつのみや市民賞をいただくことができま
した。空手を通して、責任感や相手を敬う気持
ちが自然に身に付き、人間的に
成長できていると思います。
　子どもたちには、うつのみや
市民賞に恥じないよう、感謝の
気持ちを忘れずにこれからも頑
張ってもらいたいです。

きょうだいで挑む　空手で頂点へ

小川さんのご両親小川さんのご両親

ページ番号
1016114


